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中期経営計画修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022年４月28日に、2022年度（2023年２月期）から2024年度（2025年２月期）までを対象期間とす

る中期経営計画を発表しておりますが、当該計画を更新し、2023年度（2024年２月期）から2025年度（2026年

２月期）までの３か年を対象とする中期経営計画として改めて公表いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

当社の中期経営計画は、大きく変化していく外部環境に対して、当社グループの長期経営ビジョンを明確に

し、中期スパンで取組テーマと事業戦略を掲げ、その達成を目指すための計画と位置付けており、毎年その達

成度や戦略の進捗を精査し、その結果を踏まえてローリング式で公開いたします。 

なお、詳細につきましては、添付資料をご覧ください。 
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2023年度版中期経営計画について

2023年度版中期経営計画の
位置づけ中期経営計画の体系図

経営理念経営理念

⾧期経営

ビジョン

⾧期経営

ビジョン

中期経営計画中期経営計画

当社の存在意義・基本方針

当社が目指す姿

ビジョンを実現する手段・方法



富士精工DNA
夢とロマンを掲げ、
その実現に向けて果敢に
チャレンジ。
これを通じて、ステークホ
ルダーを笑顔にする。

⾧期経営ビジョン
Good Company

2030年までに、当社に関わるすべての人にとって価値ある会社、信頼感ある会社になる

トップビジョン

経営基本方針
１．社会への奉仕
２．顧客への奉仕
３．技術開発
４．個人能力の開発
５．職場の和

経営理念
「誠実」
「高品質」
「顧客第一」

4

守り続けるものは「創業の心」であり、理念なくして成⾧はありません



2022年度中期経営計画の振り返り

差異2022年度
実績値

2022年度
目標値

目標値▲23億円197億円220億円売上高（連結値）

目標値▲3.2ポイント0.3％3.5％営業利益率（連結値）

目標どおり実施50円50円配当金

目標値▲2.3ポイント0.9％3.2％ＲＯＥ（自己資本利益率）（連結値）

売上高、営業利益率、ＲＯＥにつきましては、主要顧客である自動車産業界において
半導体不足や新型コロナウィルス感染症の拡大により自動車生産の回復が遅れたことか
ら受注が不調であったこと、また、原材料や光熱費の上昇が利益を圧迫したことなどから、
それぞれ予想値を下回りました。



当社グループを取り巻く外部環境

自動車をとりまくグローバル市場の動向 カーボンニュートラルの実現

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進 サステナビリティ（中⾧期的な持続可能性）を巡る企業責任

労働環境の継続的改善(働き方改革）



⾧期テーマ

◆ 「従業員が自己の成⾧・生活の安定を実感でき、
定年時に⾧い間勤めてよかったと思える会社」
（従業員よし）

◆ 「モビリティ産業界の課題を解決する特⾧的な製
品やサービスを生み出す活力ある会社」

（顧客よし、仕入先よし）

◆ 「投資と収益のバランスが取れ、安定的な利益を
創出する強い財務体質の会社」

（株主よし、投資家よし）

◆「経営資源や創出した利益を活用して、地域の人々
が抱える課題を解決する社会貢献型の会社」
（社会よし）

⾧期テーマ⾧期経営ビジョン
「Good Company」

● 「人材開発」
従業員の活躍こそが会社の活動を支えるものであり、従業員が
活力をもって働ける「環境づくり」と「人材開発」をおこなう

● 「積極的な事業戦略」
お客様のものづくり現場の困りごとを解決する企業であり続ける
ために、新しい技術獲得・製品開発に取り組む

● 「財務体質の強化」
新しい時代に生き残るために積極的な企業活動を行うため、
その源泉として必要な利益創出を図る

● 「カーボンニュートラルへの挑戦」
環境貢献を意識した製品、サービス、ビジネスモデルづくりをすす
める



事業戦略 １．経営資源の最適配分

財務体質の強化と未来への再配分

人員・
人材

機械設備

事業所
立地

原価・
コスト

ＢＣＰ

製品の
優位性

カントリー
リスク

保有する
技術技能

再配分

資産・
財産



事業戦略 ２．「FUJI Total Connected-max
Engineering Company」

以下の事業領域でお客様のものづくりのお役に立つことを目指しています

工具事業

特殊ツーリング

特殊切削工具

電動車用工具

設備事業

設備/装置

システムアップ作業

搬送機器

高機能治具

自動化/無人化装置

ロボット/FA

システムインテグレータ

専用ロボットモジュール

商社事業

工具・設備商材

エンジニアリング

プラットフォーム事業

工場現場のコストマネ
ジメント

トレサビリティ作業

コンシェルジュ業務

仕組み開発

業務の標準化

試作部品製造事業

試作コーディネータ

多品種少量部品生
産

加工ラインの実証

海外事業

各国の地域事情や

市場環境に合わせた

提案・協業活動



富士精工は、
高品質 高性能 高付加価値の多種多様な少量生産製品を製造してきました。
富士精工製品は、少量多品種生産の困りごとを解決します。
お客様のニーズが多様化したいまの時代だからこそ私どもの活躍の機会が拡大してきています。

富士精工は、
お客様の困りごとを現場から直接聞いて、自社で設計製作してお客様の生産効率向上を追究していきます。

【FTEからFTCEへ】

事業戦略事例 概要

FTE（FUJI Total Engineering）からFTCE（ FUJI Total Connected-max Engineering)へ進化
多様なニーズ、テクノロジー、データ、ものづくりを富士精工のソリューションでつなぎ合わせて、お客様の価値を創造し最大化していきます。

FTE
工具・周辺機器の設計製作、自動車部品加
工ラインの生産準備、量産開始後の工具管理
等のアウトソーシング引き受け等、 工具に関す
るあらゆる仕事をトータルサポートするビジネス

FTE
工具・周辺機器の設計製作、自動車部品加
工ラインの生産準備、量産開始後の工具管理
等のアウトソーシング引き受け等、 工具に関す
るあらゆる仕事をトータルサポートするビジネス

FTCE
工具・周辺機器に関する多様なニーズ、テクノロ
ジー、データ、ものづくりを当社のソリューションで
つなぎ合わせ（Connect）、顧客の価値創造

の最大化（Max）をサポートするビジネス

FTCE
工具・周辺機器に関する多様なニーズ、テクノロ
ジー、データ、ものづくりを当社のソリューションで
つなぎ合わせ（Connect）、顧客の価値創造

の最大化（Max）をサポートするビジネス



事業戦略事例 売上概要

2022年 2023年 2024年 2025年 20**年

連結売上目標・予測

海外関連会社

新規事業

新製品・新商品

従来事業

197 226 227 234 億円



事業戦略 事例(1)
工具事業 【自社独自の設計製作】

高品質・高精度・高能率・即段替え・自動補正・工程集約
加工時間短縮・設備治具削減・特殊ツーリング・特殊消耗工具・電動車用工具/修理再研磨

修理・再研磨

ものづくり：自動化推進/２４Ｈ無人稼働ラインを運用開始/新製品開発を増強 電動車用治工具も最新開発



事業戦略 事例(2)
設備事業 【生産企画】

生産ラインの企画・構想設計からＦＴＫフルターンキー受注まで
構想設計⇒工程設計⇒設備選定⇒治具設計⇒装置設計⇒ツーリング設計

【ＦＴＣＥ/ＦＴＫ】
機械加工・製作組立・デバック・電気制御設計・ＦＡロボットシステム開発
設備改良・装置開発・治具開発
オーバーホール・レトロフィット・保全

子会社:志賀機械工業との協業



事業戦略 事例(3)
商社事業

【付加価値】
加工点を出発点に、富士精工のエンジニアリングを活用してメーカー商品の機能を引出し最適加工能率を探索する

【生産工場のよろず屋】
切削工具・ホルダー・治具・搬送・装置・油脂・機械・ＦＡ関連・設備常備品・工場用度品・測定機器

【トータルエンジニアリングコーディネート】
富士精工特殊ツーリング＋標準工具（メーカー商品）＋改善エンジニアリング＋機械・治具

様々なアイテムを取り扱い、「困りごと解決営業マン」を目指します



事業戦略 事例(4)
試作部品製造事業 【試作部品のワンストップサービス】

製作に必要な工程を一貫製作。CAD設計/材料の調達/加工/組み立て/検査までを、
迅速かつ高品質に対応します。

【利用シーン】
製品開発/製品改良/研究開発/量産開始前の準備部品/試作部品の改修・改良

機械加工部品

樹脂成型部品

３Ｄプリンタ部品

工程設計/設計製作

自動車部品



事業戦略 事例(5)

製品の履歴

作業過程

Work ID
製品

DATABASE

② 検査（U-Waveシステム） ④ 積込 ⑤ 出荷

Temperature

• 製造状況の確認
• 製品の検索
• 製品の履歴
• 出荷の履歴

①製造 ③ 製造

温度確認の検査

U-Wave

プラットフォーム事業 【生産工場の可視化】
業務運営ソリューションを設計製作します

プラットフォーム事業



事業戦略 事例(6)

韓国:生産拠点/トータルツーリング/再研磨

中国:生産拠点（大連/広州/⾧春）/
トータルツーリング/再研磨

タイ:生産拠点/消耗工具/再研磨/設備・治具/ＴＭＳ※

ベトナム:サービス拠点

アメリカ:サービス拠点/再研磨

インドネシア:生産拠点/
消耗工具/再研磨

ポーランド:サービス拠点/再研磨
ハンガリー:サービス拠点

メキシコ:サービス拠点/
再研磨/ＴＭＳ※

オーストラリア:生産拠点/
建築資材/梱包資材

インド:サービス拠点/再研磨/ＴＭＳ※

※ＴＭＳ:ツールマネージメントソリューション （工具および生産効率向上を運営するソリューション）

海外事業 各海外拠点の役割と取扱ビジネス



事業戦略 ３．「C-MaX循環企業」への進化

Ｃ-MaＸ ＝ Circular-Management Transformation

Ｃ-ＭaＸ循環事業

サーキュラーエコノミー型ビジネスモデルを目指し、新しいサービスをつくりだす

企業コンセプト「C-ｍax」に新たな意味づけを行い、新しい事業へのキーワードとしてサステナビリティ
（持続可能な成⾧）の実現を目指してまいります

当社は時代の流れに合わせて省資源・環境配慮を事業コンセプトに加えてまいりました
これからも環境に配慮した事業展開・製品開発を行ってまいります

スローアウェイ工具事業 ５Ｒ事業

参考:環境省HP



当社は、従業員の活躍こそが企業活動を支えるものであり、従業員は家族という考えのもと、人材育成、教育活動
などを積極的に行ってまいりました

事業戦略 ４．働く環境づくりと人材開発

従業員各人の能力アップと新たな人材の確保は今までにも増して重要な経営課題です

働き甲斐を感じられるようなインセン
ティブ制度、自己の成⾧や将来を
見通すことのできる人材育成ロード
マップの提示など、人事・賃金・評
価制度の改革実施

働き甲斐を感じられるようなインセン
ティブ制度、自己の成⾧や将来を
見通すことのできる人材育成ロード
マップの提示など、人事・賃金・評
価制度の改革実施

従業員の個々の能力や経験値を
高め、その知識や技能をもって企
業活動に貢献できる人材が⾧く
働くことができる環境づくり

従業員の個々の能力や経験値を
高め、その知識や技能をもって企
業活動に貢献できる人材が⾧く
働くことができる環境づくり



財務目標まとめ（連結業績）

197
226 227 234

0.3

2.7
3.7

5.4

2022年度

実績

2023年度 2024年度 2025年度

売上高

営業利益率

億円

2025年度2024年度2023年度

70円60円50円

配 当

2025年度2024年度2023年度

5.4%3.7％2.7%

2025年度2024年度2023年度

4.5%3.5％2.7%

ROE

営業利益率



本資料に掲載されている将来の予想等に関する記述は、資料作成時点で入手した情報に
基づき当社で判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。

したがいまして、実際の業績は様々な要因により、これら業績予想とは異なる結果となる
可能性があります。


